








































































































































図 は、対象児童 名の実践 前後での調整力フィ
ールドテストの測定結果を得点化した数値を対応の
ある 検定によって、有意差検定を行なった結果であ
る。全項目において、増加傾向が見られ、とび越しく
ぐりとジグザグ走に 水準で有意差が認められた。
図 調整力フィールドテストの変化
形成的授業評価について
図 は、形成的授業評価の各次元が単元を通してど
のように推移したかを示したものである。
授業を通して、子どもの技能学習や認識学習の成果、
さらにこれらの成果に伴う感動を意味する「成果」の
次元が単元全体を通して高い値となった。
図 形成的授業評価の推移
体力の量的な変化について
図 は、 の立ち幅跳びの記録に対
して、対応のある一元配置分散分析で有意差検定を行
なったものである。
にかけて平均値は増加したものの全ての測定
に有意差は認められなかった。
図 は、同様にボール投げの記録に対して、対応の
ある一元配置分散分析で有意差検定を行なったもの
である。
ボール投げは 間で記録が増加し、 水
準の有意差が認められた。しかし 間に有意
差は認められず、実践 の効果は確認できなかった。
図 立ち幅跳びの結果
図 ボール投げの結果
質的評価について
図 は、投動作の質的評価の結果を対応のある 検
定によって分析したものである。
にかけて、平均値が向上したものの、有
意差は認められなかった。
図 投動作の結果
図 は、跳動作の質的評価の結果を対応のある
検定によって分析したものである。跳動作では、
間に平均値が向上し、 水準で有意差が認めら
れた。
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図 跳動作の結果
考察
調整力フィールドテストの結果より、調整力の向上
を目指した体つくり運動の実践が有効であったと考
えられる。また、質的評価の結果より、調整力の向上
がその後の跳動作の動きの質が高まったと考えられ
る。これは、単元を通してリズムに合わせて瞬時に相
手のポーズの真似をする運動など、すばやく動き出す
ことが求められる運動を多く取り入れていたことが、
結果の向上につながったと考えられる。また、体つく
り運動の実践では、子どもの体力の実態を正確に把握
することでより効果的な実践を行うことができると
考えられる。
一方で、体力の量的な向上は認められなかった。ま
た、「意欲・関心」が単元を通して低い値となった。体
つくり運動は、「単調な動きで終わってしまう」「子ど
もの興味を引きつける指導法がわからない」など実施
の難しさが先行研究より伺え、本実践においても、「意
欲・関心」が向上しない「単調な動き」となり、体力
の量的な向上へと繋がらなかったのではないかと考
えられる。
また、先行研究における調査では、体つくり運動を
単独の単元として実施している教員の割合はおよそ
であり、約 の教員は授業のウォーミングアップ
などに体つくり運動を実施していることが明らかと
なった。本実践では、単独の単元として体つくり運動
を実施したが、特定の体力を向上させる場合、他の運
動領域と組み合わせて実施することでより効果的な
結果が得られるのではないかと考えられる。
形成的授業評価より、「成果」の次元が単元を通して
高かった。単元には、音楽を用いた運動や台車遊びな
どを取り入れており、対象児童の多くから「やったこ
とない」「どうやって使うん？」などの声が挙がった。
このような未体験の運動に対して、対象児童は「でき
た」という認識を持ちやすかったのではないかと考え
られる。一方で、「児童の興味・関心を欠いた単調な動
きの反復に終わってしまう」 小学校学習指導要領解
説体育編 ことも考えられるため、子どもが楽し
く取り組める指導の工夫が必要である。
まとめ
対象児童は、動作について様々な課題が見られてい
たが、本実践を通して、動作の質が改善されているこ
とが確認できた。
また、単元終了時には、対象児童から「また、やり
たい」「鬼ごっこ楽しかった」など体つくり運動に対す
る肯定的な感想を得ることができた。
岬町立深日小学校では、体育科に関する様々な取り
組みが実践されており、これらを通して対象児童の体
力は、より向上していくのではないかと考えられる。
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